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青果市場跡地活用プロジェクトについて
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青果市場跡地の概要

風テラス阿久根

阿久根市役所

青果市場跡地

旧港

商店街・飲食店エリア

年度 年月 項目 内容

Ｈ30 H31.3 青果市場の営業終了 阿久根中央青果株式会社の営業が終了

R１ R2.2 青果市場跡地活用検
討委員会報告書

・現施設の取扱いについては、解体がやむを得ないとの結論

・今後は、北さつま漁協が管理・所有する旧港施設と合わせた一体的
な活用を模索すべき

R２
施設解体 旧青果市場の営業終了後も残置されていた施設を解体撤去

R3.3 跡地を県へ返却 市が占用許可を受けていた青果市場跡地について県に返却

○キーワード
１ 「海」を主要なテーマに
２ 「公民連携」で
３ 「稼ぐ力」を備えた場所に
４ 「地域経済循環」の拠点
５ 「市民」も集う

大学生、学識経験者（ヨソモノ、
ワカモノ）の視点も踏まえた
跡地活用基本構想を策定

R５年度



青果市場跡地活用基本構想の概要（R６．３策定）

・専用ゴミ箱、魚が捌ける流しなどの設備や魚買取り、発送などのサービスも提供できる釣人のためのおもてなし拠点
・座学、調理、体験など水族館では出来ない海、魚の楽しみ方を学べる施設
・定期的な朝市の開催や漁師飯などの朝ごはんを楽しめる公園、施設
・魚神社、猫神社など特徴的な神社を作り観光の拠点に（事例：南九州市釜蓋神社）
・サイクルツーリズムの拠点（事例：広島県尾道市ホテルサイクル）
・近隣の飲食店、温浴施設と連携したまちぐるみ旅館
・カヤック、サップなどのブルーツーリズム観光拠点

大学生等のフィールドワーク、市民ワークショップを経た地域課題、地域資源を活用した利活用アイデア

求められる理念と機能 コンセプトを実現するためのチームビルディング

基本構想コンセプト 「まち想いとやりたい気持ちが集まるみんなの公園」
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利活用イメージ案１～親子連れで行きたくなる「魚」の公園～
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利活用イメージ案２～大きな芝生公園とチャレンジショップヴィレッジ～



今後のスケジュール（予定）

① 令和６年５月～１０月
・ 市内事業者向け説明会
・ 先進事例の視察、勉強会
・ 応募要領の検討

② 令和６年１１月～令和７年１月
・ 事業者公募手続

③ 令和７年２月、３月
・ プロポーザル方式による事業者の選定

※ ①の期間中に、土地の取得について県との協議を継続
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～参加された皆さまにお願い～
青果市場跡地の整備・活用に対するご意向について、アンケート調査を行います。
右記QRコードを読み取り、ご回答ください。


